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No Nukes 

2022.8.5 No31 

 

放射能被害からこどもたちを守ろう！ 自然エネルギーへの転換を！ 

さよなら原発いばらきネットワーク NEWS 
 

 

 

【STOP!!東海第二原発の再稼働いばらき大集会】のご案内 

●と き 8 月 27 日（土）PM1：30～ 

●ところ 駿優教育会館８階音楽ホール 

●参加費無料 

 

 

 

 

 

 

 

第３回目となる、東海第二原発再稼働 STOPい

ばらき大集会のご案内です。コロナ禍のため、

2019 年から集会が開催できておりませんでし

たが、本年は感染対策に留意して開催すること

としました。本ニュースにちらしを同封してお

りますのでご参照ください。 

内容は、これまでの集会を踏襲し、福島の方

からの訴え、賛同人のみなさんの訴えのほか、

連帯のご挨拶として、鎌田慧さんや海渡雄一弁

護士からお話をいただく予定です。 

コロナ感染予防のため、マスク着用にてご来

場ください。発熱等風邪症状があるときは、参

加をお控えいただけますようお願い申し上げ

ます。会場入口でも体温のチェックをさせてい

ただきます。 

 

【デモ（アピール行動）について】 

 ここのところ茨城県内でもコロナが爆発的

に感染拡大しております。集会については開催

するものの、街頭でのアピール行動については、

中止の判断をする可能性があります。デモ開催

等についての判断は集会の前に行いますが、デ

モの可否を含めたご案内は、原発いらない茨城

アクション FACEBOOK ページにてご確認くださ

い↓↓↓ 

★原発いらない茨城アクション 

FACEBOOKページ 

https://www.facebook 

.com/nonukes.ibr.act 

 

 ※右側のＱＲコードからページに飛びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.facebook/
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東海第二の工事現場でコロナ感染大拡大 ７月以降累計 110人に／ 原電東海では、新型コロナウィルス感

染が拡大。6 月はゼロだったものが、7 月は 62 人。8 月に入り 7 日までの 1 週間だけで 48 人と爆発的に

拡大しています。内訳は、多くはは協力会社社員で、再稼働のための工事従事者とみられますが、原電社

員が 3 人、グループ会社社員が３人、入っています。原電は、「発電所の安全管理体制に影響はない」とし

ていますが、原子炉停止中でも使用済核燃料冷却などのための保安要員は必要で、それが不足するような

事態は避けなければなりません。そのためには、再稼働のための工事は中断すべきです。 

☆最新の感染状況は ⇒ http://www.japc.co.jp/news/covid/2022/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆茨城共同運動 対県交渉を行いました 

7月 1･4･5日の各日、茨城県庁にて共同運動対

県交渉がおこなわれました。さよなら原発いばら

きネットワークは原発問題担当として、担当課と

の交渉にあたりました。 

交渉のテーマはお

もに避難計画問題

です。一人あたり

2.0 ㎡で算出してい

た避難所面積を見直す問題で、計画のほとんどが

一からやり直しの状況となっており、県の混乱ぶ

りが感じられるやりとりとなりました。 

住民の避難計画策定は市町村が作成しますが、

5 ㎞圏内に 33 施設、30 ㎞圏内に 596 ある医療機

関や社会福祉施設の避難計画は、県が各病院に策

定を促し支援してつくることになっています。県

立中央病院の計画では救急車が 140台、福祉車両

が 83 台必要で、車両確保は県に依頼するとなっ

ています。30㎞圏内で一体何台の救急車や福祉車

両が必要になるのか？県は配車ができる体制を

考えるまでには至っていません。避難先の病院で

ベッドが確保されているわけではなく、外来や救

急処置室での受入もあり得るとのことです。この

ような机上の計画で医療を継続しつつ避難をす

ることはできませんし、患者の命も守れません。 

住民避難のためのバスやタクシーを配車する

オペレーションシステムが開発され、個別の自治

体の避難訓練で使用することがすすめられてい

るようです。避難退域時検査はゲート型モニター

を導入しますが、測定や除染に時間がかり大渋滞

の心配が指摘されています。県内外の 131自治体、

約 3000 か所に分散する避難所を支える自治体職

員の配置も困難とのことです。 

知れば知るほど実効性のある避難計画策定は

無理との思いを強くした対県交渉でした。「実効

性の確保はムリ、廃炉にして住民を守って！」と、

声を上げる必要があります。 （中山弘子） 

◆科学者技術者の会県ＷＴ宛「質問書」を提出!! 

東海村周辺在住の科学者・技術者が、6月21日、

県東海第二原発安全性検討ワーキングチームに

たいし、同原発の圧力容器の劣化の問題について

質問書を提出。記者会見しました。 

「原発いらない茨

城アクション」が行

って来た６市村への

要請行動を通じて、

「東海村周辺に多く

居住している日立製

作所や原子力機構などに勤務経験を持ち原発に

ついて詳しい方の能力を結集して再稼働の危険

性を世論に訴えて行こう」という機運が生まれ、

「東海第二原発地域科学者・技術者の会」（服部成

雄代表）が結成され、数度の検討会を経て、「中性

子照射脆化に係る情報の公開について（質問書）」

の提出に至ったものです。 

原発は、原子炉圧力容器の鋼板が、運転時に発

生する中性子線を受けることによって脆化する

（もろくなり割れやすくなる）状態を、試験片を

入れて監視することになっています。原電は、「そ

の結果、あと 20年の稼働に問題なし」として、県

が「安全性の検証を進める」ために行っているワ

ーキングチームに説明しています。 

会の「質問書」は、この原電の説明とデータに

数々の疑問があり、原電に質してほしいと要望し

ています。「質問書」の全文(全 18頁)と、その要

旨は、東海第二訴訟団のＨＰに掲載されています。 

http://www.t2hairo.net/sankou/kagakushano

kai/index.html 

 

会では、次のテーマを検討中

で、さらに多くの科学者・技術者

の参加を募っています。 

（事務局 川澄敏雄） 

 

http://www.t2hairo.net/sankou/kagakushanokai/index.html
http://www.t2hairo.net/sankou/kagakushanokai/index.html


- 3 - 

 

＜マンスリー原子力施設＞茨城県内でもコロナ感染者急増/ 日本原子力研究開発機構は１２日、廃止措
置中の東海再処理施設（東海村）に大量に保管されている高レベル放射性廃液のガラス固化処理を再開し
た。７月末までに５本のガラス固化体を製造した。ガラス固化は昨年８月、約２年ぶりに再開したが、廃
液を溶かしたガラスと混ぜる溶融炉の出口付近に、固まったガラスが想定より早く堆積したため、昨年１
０月から停止。今年５月下旬、遠隔操作による残留ガラス（推定約３６キログラム）の除去を終え、炉の
運転再開に向け準備していた。（2022 年 7 月 31 日東京新聞茨城版）  
▶ https://www.tokyo-np.co.jp/article/192842  
 
 
 
 
 
 

◆原発いらない茨城アクション ６市村要請 

 原発いらない茨城アクション（さよなら原発

いばらきネットワーク事務局参加）は、2022年

5月 19日に 6市村要請を行いました。 

 5月上旬に、日本原電が東海第 2原発の視察等

で首長らに説明した内容の確認、住民説明会開

催を原電に要望して欲しいこと、避難計画策定

状況や課題、新安全協定にかかる協議会開催の

確認など盛りだくさん。水戸は高橋市長が対応

下さいました。高橋市長ならびに各市町村担当

課のみなさま、お忙しいところありがとうござ

います。 

自治体ごと回答に違いがあり、常陸太田市と

ひたちなか市は避難計画に対する考え方が全く

違うなど(常陸太田市「避難計画は考え方を示す

もの。課題は列記している。これから実効性を

高めるべく行動計画を作る」⇔ひたちなか市

「避難計画は現時点では基本方針しかなく、課

題が解決していないのに避難計画を策定したと

はできない＝課題を列記したものは避難計画と

できない」)、ひとつひとつの質問にその自治体

の色が濃く出て、大変勉強になりました。 

回答については取りまとめをして、6自治体と

茨城アクションで共有すべく、作業を進めてい

ます。 （花山知宏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆東海第二発電所対話型状況説明会が 

開催されています 

7月 18日の東海村説明会を皮切りに、30キロ

圏内の各地で対話型状況説明会が行われていま

す。日本原電からの説明のあと、グループ討議、

質疑応答する内容になっています。8月下旬から

9月初旬まで行われますので、お申込みがお済み

でない方はお早めにどうぞ（チラシを同封いたし

ますのでご参照ください）。 

 

★さよなら原発いばらきＮＷ ON Youtube 

フォロー＆活用ください 

ここのところ、オンラインのイベントが続きま

した。さよなら原発いばらきネットワークは、こ

の間に行ったオンライン学習会の動画を Youtube

で公開しております。この機会に Youtubeアカウ

ントをフォローいただき、学習会の動画もご活用

いただけましたら幸いです。 

コンテンツは今後も増やしていく予定です。

https://www.youtube.com/channel/UCiMMlJG-d-

vF83YlDJUdQgA/featured 

※右のＱＲコードをご利用ください↓↓↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/channel/UCiMMlJG-d-vF83YlDJUdQgA/featured
https://www.youtube.com/channel/UCiMMlJG-d-vF83YlDJUdQgA/featured
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★会費の未納がある方はお早めに… 
前回ニュースで 2022 年度の会費を請求さ
せていただきました、未納の方はご入金のほ
どお願いいたします。2021年会費が未納のと
きは、あわせてご入金をお願いします。カン
パも募っております。ネットワークの活動継
続のためご支援ご協力をお願いします。 
＜送金先＞ ゆうちょ銀行 

（ゆうちょから）00270-5-86034 
（他銀行から） 〇二九支店 当座 0086034 
さよなら原発いばらきネットワーク 名義 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

7/21 茨城県知事定例記者会見「東海第二発電所の再稼働について」／国のエネルギー政策がどう変
わるかによるのですが、国がエネルギー政策を変更して、例えば、原発の再稼働は自治体の了解をなしに、国
の専権で自治体の同意なしに決めることができるという法律なのか決議なのかが通って、そういうことが実施
されれば、それは当然それに従わざるを得ませんよね。 でも、そういうことでもない限り、今の枠組みの中
では、自治体として同意をするには、そういう条件が不可欠だというふうに考えておりますし、そこを否定す
るような国の政策変更はあまりあり得ないのではないかなというふうにも思っています。 
▶発言全体はこちら https://www.pref.ibaraki.jp/bugai/koho/hodo/press/19press/p220721.html##5  
 
 
 
 
 
 

＜書籍紹介＞日野行介著「調査報道記者―国策

の闇を暴く仕事」を読んで 

 あとがきで、ロシア研究者の尾松亮氏から、「日野

さんを見て、調査報道に必要なものは狂気と執念だ

と感じた」という評価をいただいたとあるが、まさ

に狂気と執念で、「原発事故後の隠蔽国家・日本の正

体を暴き続けた」本だ。 

 特に第６章「『絵に描いた餅』の避難計画」は、わ

たしたちが運動を続けてきた東海第二原発の避難

計画について、茨城県がいかにデタラメで無責任か

と言うことを、丹念に調査し追及している。そこで

浮かび上がってくるのは、日野さんが「小役人」と

切り捨てた茨城県の原子力対策課職員の自己保身

しか考えていないとしか思えない姿勢だ。特に日野

さんに問い詰められるＹ課長（現部長）のおろおろ

ぶりは、読みごたえがある。こんないい加減な避難

計画に、わたしたちのい

のちと暮らしは預けられ

ない。「東海第二原発は廃

炉に！」と訴え続けたい。

そのための力になる本だ

と思う。 （川澄敬子） 

☆8/17には、『原発再稼働 

葬られた過酷事故の教

訓』(集英社新書)が発売

予定です。こちらもあわ

せてお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★オンライン企画のご案内★ 

＜みんなでディスカッション!!＞ 

東海第二原発避難計画 事故がおきたら 

逃げられる？ここにいてもいいの？」 

◇９月１７日（土）13：30～15：30 

問題提起：川澄敏雄さん 

（東海第二原発差止訴訟団世話人） 

東海第二原発の避難計画はどうなっている

の？訴訟団世話人として、各種データをまとめて

きた川澄敏雄さんから問題提起し、避難計画問題

について皆さんとディスカッションしたいと思

います。「3.11のときは〇〇で逃げられなかった」

「こういうときはどうなるのか」など疑問や不安、

3.11時の経験を出し合い、避難計画で焦点があた

っていない問題をあぶりだしたいと思います。か

た苦しくなく、ざっくばらんにディスカッション

したいと思います。お気軽にご参加ください。 

【申込先】hanayama@habataki-lo.jp 

※メールの標題を「9.17みんなでディスカッショ

ン参加申込」として送信ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●オンライン会員への変更を● 
郵送費用等の支出で財政が逼迫しており

ます。ニュース等を郵送でなく、オンライ

ン配信でもお届けすることができます。印

刷代と郵送費用が削減でき大変助かりま

す。紙資料がたまって困る、オンラインで

充分、という方はぜひオンライン会員への

登録変更をお願いいたします。 

https://www.pref.ibaraki.jp/bugai/koho/hodo/press/19press/p220721.html
mailto:hanayama@habataki-lo.jp

